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【諸言】 

幼い頃よりバスケットボールに接する機会が多かった

筆者は、2005 年、日本国内初のプロバスケットボールリ

ーグ「bj リーグ」が誕生したことにより、この競技に対し

てさらなる関心を抱くようになった。また、スポーツと同

様に多くの人々を魅了する音楽にも強い関心を寄せてい

る。近年の音楽業界は厳しい現状にあると囁かれているが、

「ヒップホップ」というジャンルは人気と勢いを増し続け

ているという。以前から、スポーツと音楽の間に共通性を

感じていたこともあり、この 2 つの分野を結びつけて研究

を行うことにした。アメリカで誕生し、深い関係を築きな

がら発展してきたバスケットボールとヒップホップの歴

史的・文化的な背景を探ることによって、日本におけるス

ポーツと音楽の文化・産業の発展のための実践的示唆がで

きればと考える。具体的には、スポーツ・音楽に関する先

行研究や文献を調査し、文化の日米比較を行う。また、bj

リーグの観戦を通じて、日本のバスケットボールとヒップ

ホップの間に何らかの関係性を見出したい。 

【各章の要約】 

 第 1 章では、バスケットボールとヒップホップをより広

い意味で捉え、スポーツと音楽の関係性を社会的・文化的

側面から調査した。スポーツと音楽の間にある共通点の 1

つとして、発展の際に社会の「近代化」が関わっているこ

とが指摘できる。そして、人間は本能的に「美」を求める

性質を持っているため、スポーツと音楽に含まれる「美的

側面」が、今日に至るまでスポーツと音楽を文化として発

展・普及させてきた要因といえる。また、スポーツと音楽

がお互いに影響しあうことや、融合をすることを通して発

展してきたことも窺える。 

 第 2 章では、アメリカ社会におけるスポーツ文化・バス

ケットボール文化、音楽文化・ヒップホップ文化に関して

分析した。アメリカのスポーツ文化が形成される過程にお

いて、アメリカの国民性・資本主義経済体制は大きなファ

クターとなっており、また、階層問題・性差別問題・人種

問題が大きく影響している。人種差別を受けてきた黒人に

とって、ストリートで気軽に行うことができ、多くの黒人

のスター選手が誕生しているバスケットボールは特別な 

競技である。また、アメリカの音楽文化には、黒人の音楽 

文化が大きく影響している。その中で、「ヒップホップ」 

 

とは音楽のジャンルにとどまらず、さまざまな形態を持つ

カルチャーであり、黒人を中心に人種差別を受けてきた少

数民族によって形成されてきたものである。アメリカにお

いてバスケットボールとラップ・ミュージックは、人種差

別問題を背景に、ヒップホップ・カルチャーとして発展し

てきた。 

第 3 章では、第 2 章と同様の分析を日本社会に焦点を当

てて行った。日本のスポーツの源流には武道が挙げられる

が、明治維新による文明開化・西欧化はスポーツにも影響

し、国外のさまざまなスポーツが取り入れられた。バスケ

ットボールは 1908 年に紹介されたが、これまでは学生や

実業団による競技が主流であり、プロ化されたのは 2005

年のことである。また、日本の音楽は古来より伝承されて

きたものに加え、海外からの影響が強いものも多々ある。

その中で、日本のヒップホップはアメリカのヒップホップ

と形式的には類似する部分はあるが、日本独自のものとし

て発展しているといえる。日本のバスケットボールとヒッ

プホップの間に、必ずしも強い関係性があるとは言えない。

日本のラップ・ミュージックは日本人独自の文化に変化し

たが、バスケットボールに対する認識は「外国の文化」の

ままである。 

第 4 章では、日米間のバスケットボールとヒップホップ

の文化を比較した。アメリカでは人種差別という社会問題

を背景に、バスケットボールとラップ・ミュージックが深

い関係性をもって発展してきた。一方で、日本においてバ

スケットボールはまだ「外国の種目」と認識される傾向が

あり、ラップ・ミュージックはアメリカの形式を元に、日

本独自の文化に昇華して広く普及された。 

第 5 章では、バスケットボールとヒップホップ文化の日

米比較を通しての筆者の考察をもってまとめとしている。

スポーツと音楽の間には関係性がみられるものの、アメリ

カと日本では社会背景や文化が違うため、日本のバスケッ

トボールとヒップホップを結びつけることは必ずしも妥

当とは言えない。日本のスポーツも音楽も、国内外の文化

や事業から参考にすべき点は活かしつつ、独自の文化形成

を経て発展し、「美」を生み出すことが理想的であると考

える。 

 


